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多久ミュージカルカンパニー 第９回定期公演 「未来のワタシに出会うはなし」

「議会報告会」のお知らせ！ぜひご視聴ください！！
コロナ禍の状況を踏まえ今年も映像配信（ケーブルテレビ、
You Tubu）で行います。

 多久ケーブルメディア  放送日 11月17日（木）～20日（日）
 YouTube  12月上旬配信予定（詳しくはHPでお知らせします）



　
「
第
３
回
・
議
会
出
前
授
業
」で
は
、東

部
校
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
に
よ
り
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
、西
渓
校
32
名
、中

央
校
82
名
の
６
年
生
を
対
象
に
、学
校
に

出
向
き
、子
ど
も
た
ち
に
興
味
や
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、ク
イ
ズ
形
式

や
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

よ
う
な
形
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
の
最
後
に
行
っ
た
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、こ
ん
な
質
問
が

あ
り
ま
し
た
！

●
ど
う
し
た
ら
議
員
に
な
れ
る
の
？

●
給
料
は
幾
ら
で
す
か
？

●
多
久
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
議
員
に

な
れ
ま
す
か
？

●
僕
の
要
望
は
誰
に
言
っ
た
ら
い
い
で
す

か
？

●
多
久
市
に
は
な
ぜ
駄
菓
子
屋
が
無
い

の
？

「第３回 議会出前授業」「第３回 子ども議会」
〜 議 会 に 関 心 を も っ て 〜

西渓校

西渓校

中央校中央校

　

多
久
市
内
の
子
ど
も
た
ち

に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、議
員
が
ゲ
ス
ト

ティ
ー
チ
ャ
ー
と
な
っ
て
議
会

の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
授
業
を

行
う「
議
会
出
前
授
業
」。

　

多
久
市
議
会
本
会
議
場
で

実
際
に
議
員
役
と
し
て
政
策

決
定
の
過
程
を
疑
似
体
験
し

て
も
ら
う「
子
ど
も
議
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。
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●
ど
う
し
た
ら
議
員
に
な
れ
る
の
？

●
給
料
は
幾
ら
で
す
か
？

●
多
久
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
議
員
に

な
れ
ま
す
か
？

●
僕
の
要
望
は
誰
に
言
っ
た
ら
い
い
で
す

か
？

●
多
久
市
に
は
な
ぜ
駄
菓
子
屋
が
無
い

の
？

「第３回 議会出前授業」「第３回 子ども議会」
〜 議 会 に 関 心 を も っ て 〜特 集

　
「
第
３
回
・
子
ど
も
議
会
」で
は
、市
内

の
６
年
生
７
人
が（
東
部
校
２
名
、西
渓

校
２
名
、中
央
校
３
名
）議
会
本
会
議
場

で
、「
児
童
生
徒
に
よ
る
情
報
端
末
の
適

正
利
用
に
つ
い
て
定
め
る
条
例
」と
い
う

架
空
の
条
例
案
を
議
題
と
し
て
賛
成
・
反

対
の
両
方
の
立
場
か
ら
、自
分
の
意
見
を

堂
々
と
主
張
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　
議
案
に
対
す
る
質
疑
で
は
、名
前
を
読

み
上
げ
ら
れ
た
児
童
が
演
壇
に
立
ち
、い

ろ
い
ろ
な
質
問
を
行
い
、討
論
・
採
決
で

は
、賛
成
・
反
対
の
両
方
の
立
場
か
ら
、自

分
の
意
見
を
堂
々
と
主
張
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
採
決
で
は「
児
童
生
徒
に
よ
る
情
報
端

末
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
定
め
る
条
例
」

は
賛
成
４
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

子ども議会 集合写真

サポート議員との勉強タイム

議案に対する質疑で挙手する児童子ども議会

議案質疑を行う児童質疑に答える「石田教育長」
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委 員 会 審 査 報 告

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
審
査
報
告

　令和４年９月市議会定例会は、９月１日から29日まで（会期29日間）開かれました。
今回は６人の議員から市政一般に対する質問を行いました。
　市長から提出されました23件（条例４件、予算４件、決算９件、その他６件）の議案につ
いて審議し、いずれも原案どおり可決したほか、意見書２件を可決しました。

　令和４年 9月定例会

　
　

閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る「
持
続
可
能
な
営
農
へ
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て
は
、担
当
課
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
市
単
独
補

助
事
業
、県
と
市
に
よ
る
補
助
事
業
、国

に
よ
る
補
助
事
業
等
に
つ
い
て
の
実
績
・

成
果
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
実
施
さ
れ
２
・

３
倍
の
単
収
を
あ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
大

麦
種
子
の
購
入
費
補
助
・
新
規
就
農
者
へ

の
園
芸
用
ハ
ウ
ス
新
設
補
助
・
各
種
機
械

購
入
補
助
等
、本
委
員
会
が
閉
会
中
審

査
事
件
と
し
て
取
り
上
げ
検
討
し
て
い

る
も
の
と
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
く
す
る
も
の

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
委
員
か
ら
は
、今
後
と
も
可
能
な
限
り

補
助
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、農

業
振
興
や
農
業
持
続
へ
の
支
援
に
努
め

て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に「
市
内
事
業
者
の
更
な
る
活
性

化
」に
つ
い
て
は
、担
当
課
か
ら
報
告
・
説

明
を
受
け
ま
し
た
。財
源
に
つ
い
て
模
索

し
な
が
ら
も
、多
久
市
頑
張
る
市
内
商
工

連
盟
活
動
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、多
久

駅
や
商
店
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

や
商
品
券
の
発
行
、事
業
所
紹
介
マ
ッ
プ

の
作
製
、コ
ロ
ナ
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

準
備
等
、事
業
単
位
で
な
く
事
業
者
全
体

に
反
映
で
き
る
面
的
な
支
援
に
な
っ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
事
業

形
態
で
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
等
の

整
備
支
援
等
を
行
い
、空
の
道
を
設
定
し

た
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
物
流
の
可
能
性
を

広
げ
よ
う
と
す
る
企
業
を
誘
致
す
る
な

ど
、新
規
雇
用
も
含
め
市
内
事
業
者
の
活

性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
「
市
内
事
業
者
の
更
な
る
活
性
化
」に

つ
い
て
は
、本
委
員
会
の
目
的
に
沿
う
方

向
性
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、継
続

審
査
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
持
続
可
能
な
営
農
へ
の
取
り

組
み
」に
つ
い
て
は
、担
当
課
の
取
り
組

み
を
注
視
し
な
が
ら
、今
後
も
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

営農への取り組み

タクア内のサテライトオフィス「イノベーションパートナーズ」
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令
和
４
年
度 
多
久
市
一
般
会
計
補

正
予
算 

　

審
査
の
過
程
で
次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

 

民
生
費 

　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
遊
具
補
修
に
関
連

し
て
、遊
具
の
点
検
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ

い
て
は
、安
全
を
期
す
る
た
め
に
も
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

 

農
林
業
費 

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
出
品
事
業
費
補

助
金
は
、畜
産
業
者
に
対
す
る
補
助
金
で

あ
る
が
、今
後
の
農
業
振
興
の
た
め
に
予

算
額
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た

い
。

 

教
育
費 

　

中
体
連
等
大
会
出
場
補
助
金
に
つ
い

て
、保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、概
算

払
い
を
と
の
意
見
や
、補
助
率
を
含
む
補

助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し
を
検
討
し
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告

児童センターあじさい ブランコ

受賞した「あき号」
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

鷲﨑 義彦
■市内看板改修事業について
Q 佐賀県によるKIZUKI・看板改修支援事
業を活用しての事業だが、何を目的として行
われるものか。
　また、成果としてはどのようなことを期待しているのか
A 令和６年度の国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大
会が佐賀県で開催され、本市では、弓道競技、スポーツクラ
イミング競技の会場となっており、全国より多くの来訪者が
見込まれます。
　市においても県の事業を活用し、老朽化した看板の改修、
また撤去を行い、来訪される方々のイメージアップを図りた
いということ、さらには本市の様々な情報や文化を的確に
伝えることを目的としています。

平間 智治
■新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金事業に要する経費、佐賀西部広
域水道企業団負担金（水道料金免除分）につ
いて
Q 事業の目的は
A 物価高騰の影響を受ける市民及び市内事業者の経済的
負担の軽減を図る目的です。
Q 水道料金の免除の詳細は
A 免除は、令和４年11月の検針分で、９月及び10月に使
用した相当分が対象で、料金はそれぞれ11月と12月に請
求されます。
　免除額は、使用区分及び使用量で３つのケースがあり、
⑴	一般家庭用で使用量が５㎥以下の場合では、基本料金

1,400円プラスの消費税相当額で1,540円が免除額に
なります。

⑵	一般家庭で、使用量が６㎥を超える場合では、1,900円
プラス消費税相当額で2,090円が免除額になります。

⑶	事業所等の業務用では、使用量に関係なく2,400円プラ
ス消費税相当額で2,640円が免除額になります。11月と
12に請求される水道料金は、今回免除されます。基本料
金を差し引いた超過使用分が使用者に請求されます。

Q 県内の自治体での実績状況は
A 物価高騰対策で水道料金を免除する事業は、県内では
多久市が初めての事例です。

■新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業
に要する経費、観光関連事業継続支援金について
Q 事業の目的と事業内容は
A 観光関連事業者については、コロナ禍において旅行控
えの影響、また、昨年春先から原油価格高騰による燃油や
電気料金等の値上げにより経費が増え、経営がさらに厳し

い状況が続いています。そのため、宿泊事業者や貸切バス及
びタクシー事業者を支援し給付するものです。
Q 支援内容は
A 対象事業者は、市内宿泊事業者の３宿泊施設、市内観光
バス事業者、タクシー会社の５事業者です。
　支援内容は、事業継続支援金として、各事業者の営業に係
る売上げを令和３年度と令和元年度、もしくは令和２年度と
比較して、その売上減少幅により支援金を段階的に設定し
支援するものです。また、原油価格高騰に伴う負担増分に対
し、上乗せ分として支給をするものです。

■生活困窮者支援体制構築プラットフォーム整備補助金に
ついて
Q 事業の目的は
A コロナ禍における原油価格・物価高騰等の影響を受け、
支援のニーズが高まることにより、地域の生活困窮者支援に
取り組むＮＰＯ法人等民間団体がその支援ボリュームが増
加した部分の活動を行う際に必要な経費を補助金として交
付することにより支援をするものです。
Q 事業の詳細は
A この補助金の交付においては、協議体（プラットフォー
ム）において、その効果的な生活困窮者支援の内容を検討し
て、交付対象団体として認定する予定です。
　生活困窮者支援体制構築プラットフォーム整備事業の制
度は、地域の実情に応じて民間団体と連携し、生活困窮者
支援の民間連携によるセーフティーネットを構築するもので
す。生活困窮者の支援ニーズ増大に対するＮＰＯ法人等の
団体に対して、１団体当たり50万円の補助を上限に国がそ
の自治体を通して補助を行います。
　協議体の設置については、多久市は、生活困窮者自立支
援調整会議を、協議体と位置づけ、官民連携した生活困窮者
の支援等を行っていく計画です。

　効果は、観光人口及び交流人口の増になることを期待し
ているものです。

看板
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議 案 質 疑 ※発言の一部を抜粋して掲載

樺島 永二郎
■環境基本計画等策定
Q 多久市環境基本計画の目的は
A 多久市環境基本条例に基づき、環境の保全に関
する施策の総合的かつ計画的な推進を図ることを
目的としています。
Q 前回策定した、平成26年度から令和５年度の多久市環境基本
計画で75の具体的な取り組みの実施状況はどうなっているか
A 令和３年度までの実績では、目標達成
できたものが75項目中の68項目、達成で
きていないものが７項目となっています。
Q 今までの取り組みの結果や、近年の社
会情勢や環境意識の変化（ＳＤＧｓ・脱炭
素社会）を取り入れたうえで新たな10か
年計画を策定を

■スクールバス運行管理委託
Q 平成29年度の債務負担行為と今回の
債務負担行為を比べると約7,000万円の増額になっているが、そ
の理由は
A 運転士等の人件費増をはじめ、委託内容の仕様変更に伴う増
額として、登下校日数の増加、車両のタイヤ交換の追加、部活動改
革に伴う部活動等利用の拡充、継続検査時の自賠責保険料、重量
税を委託料に含めています。
Q 地域運動部活動での利用について詳しく説明を
A 大会参加に加え、部活動における合同練習及びスポーツピア利
用を仕様に明記することを予定しています。

■保育対策総合支援事業
Q 保育施設の老朽化した備品や設備の改修を行い、保育環境の
改善を図るためとあるが、実際にどのようなものが対象か
A 予定している主な内容として、床の劣化、雨漏り、故障トイレ、ボ
イラー等の老朽化したものの更新です。
Q １施設当たりの補助基準額は
A 補助基準額は１施設当たり上限102万９,000円で、実費相当額
を補助します。
Q 今回、申込みされていない事業者が来年度以降に申込みをした
いと思ったときに、この支援事業は行っているのか
A 当該事業を実施した施設は、１０年間経過しないと再度の事業
実施ができないよう国が制度設計をしています。当面この事業は継
続されると考えています。

古賀 公彦
■スクールバス運行管理委託
Q 安全対策としてドライブレコー
ダーが搭載されていると思うが、どの
ように設置されているか
A １７台のスクールバスに前方及び車中を撮影する
カメラを設置しています。
Q ドライブレコーダー更新の費用は管理委託料の
中に入っているのか
A 今回の委託料には入っていません。

中島 慶子
■中体連等出場補助金について
Q 中体連出場補助金の詳細は
A 市内義務教育学校後期課程で九
州大会出場の陸上部、ハンドボール
部、バトミントン、水泳や駅伝、既に全国大会出場が
確定している陸上部に係る経費を計上しています。
Q 補助金交付の根拠になるもの、要綱等の定めは
A 多久市中学校大会出場補助金に関する補助金
交付要綱に基づき交付して、対象経費の分類を交通
費、宿泊料、運送費、参加料とし、参加料は実費額、そ
の他の経費の補助率は2分の1としています。
　補助対象人員は大会要綱で定められた選手及び
監督、又は引率者を上限とした実人数で取り扱って
います。
Q 不足分対応はどうれされているのか。また、保護
者等の負担軽減のためにも補助率アップを図り支援
してほしい
A 全国・九州大会出場に要する費用で賄いきれな
い分はPTA、育友会などから一部負担、また、物品販
売等が行われています。
　補助率につきましては県内他自治体の内容確認、
比較を行い、より良いあり方を検討して行きたいと
考えています。

スクールバス

多久市環境基本計画
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可 決 さ れ た 意 見 書（ 要 約 ）

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
意
見
書

　
い
ま
、地
方
公
共
団
体
に
は
、急

激
な
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
と

も
な
う
子
育
て
、医
療
・
介
護
な
ど

社
会
保
障
制
度
の
整
備
、ま
た
人

口
減
少
下
に
お
け
る
地
域
活
性
化

対
策
、脱
炭
素
化
を
め
ざ
し
た
環

境
対
策
、あ
る
い
は
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
な
ど
、よ
り
新
し
く
、か

つ
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
役
割
が

求
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、現
実
に
地
域
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
人
材
は
不
足
し
て
お

り
、疲
弊
す
る
職
場
実
態
に
あ
る

中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、ま
た

近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
地
方
財

政
に
つ
い
て
、政
府
は「
骨
太
方
針

２
０
２
１
」に
お
い
て
、２
０
２
１

年
度
の
地
方
一
般
財
源
水
準
を

２
０
２
４
年
度
ま
で
確
保
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
も
っ
て
増

大
す
る
行
政
需
要
に
十
分
対
応
し

得
る
の
か
、大
き
な
不
安
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、２
０
２
３
年
度
の
政

府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
も

勘
案
し
な
が
ら
、歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
も
り
、地
方
財
政
の
確
立

を
め
ざ
す
よ
う
、以
下
の
事
項
の
実

現
を
求
め
ま
す
。

❶
社
会
保
障
の
維
持
・
確
保
、防

災
・
減
災
ま
た
脱
炭
素
化
対
策
、地

域
活
性
化
に
む
け
た
取
り
組
み
や
、

デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な
ど
、増
大
す
る

地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を
的

確
に
把
握
し
、そ
れ
を
支
え
る
人
件

費
も
含
め
て
、十
分
な
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

❷
子
育
て
、地
域
医
療
の
確
保
、介

護
や
児
童
虐
待
防
止
、生
活
困
窮

者
自
立
支
援
な
ど
、急
増
す
る
社

会
保
障
ニ
ー
ズ
が
自
治
体
の
一
般

行
政
経
費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、地
方
単
独
事
業
分
も
含
め

た
十
分
な
社
会
保
障
経
費
の
拡
充

を
は
か
る
こ
と
。ま
た
、支
え
る
人

材
確
保
に
む
け
た
自
治
体
の
取
り

組
み
を
十
分
に
支
え
る
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

❸
地
方
交
付
税
の
法
定
率
を
引
き

上
げ
る
な
ど
し
、臨
時
財
政
対
策
債

に
頼
ら
な
い
、よ
り
自
律
的
な
地
方

財
政
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
。

❹
引
き
続
き
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
確
保
、感
染
症
対
応

業
務
の
み
に
限
定
し
な
い
、よ
り
全

体
的
な
保
健
所
体
制
・
機
能
の
強

化
、そ
の
他
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
事
業
、ま
た
地
域
経
済
の

活
性
化
ま
で
踏
ま
え
、十
分
な
財

源
措
置
を
は
か
る
こ
と
。

❺「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
」と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る

１
兆
円
に
つ
い
て
は
持
続
可
能
な

地
域
社
会
の
維
持
・
発
展
に
む
け

て
恒
久
的
な
財
源
と
す
る
こ
と
。

❻
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運

用
に
お
い
て
は
、今
後
も
当
該
職
員

の
処
遇
改
善
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、引
き
続
き
所
要
額
の
調
査

を
行
う
な
ど
し
、さ
ら
な
る
財
政
需

要
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
。

❼
特
別
交
付
税
の
配
分
に
あ
た
り
、

諸
手
当
等
の
支
給
水
準
が
国
の
基

準
を
超
え
て
い
る
自
治
体
に
対
し

て
、そ
の
取
り
扱
い
を
理
由
と
し
た

特
別
交
付
税
の
減
額
措
置
を
行
わ

な
い
こ
と
。

❽
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
化
に
お

け
る
自
治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
に
む
け
、地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会

推
進
費
に
相
当
す
る
財
源
を
継
続

し
て
確
保
す
る
な
ど
、十
分
な
財
源

を
保
障
す
る
こ
と
。

❾
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、

よ
り
林
業
需
要
を
見
込
め
る
地
方

公
共
団
体
へ
の
譲
与
額
を
増
大
さ

せ
る
よ
う
譲
与
基
準
を
見
直
す
こ

と
。

❿
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機

能
・
財
政
調
整
機
能
の
強
化
を
は

か
り
、小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し

た
段
階
補
正
の
強
化
な
ど
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
に
む
け
た
法

改
正
と
雇
用
安
定
に
関

す
る
意
見
書
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一般質問

飯
守
　

新
公
立
病
院
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　

多
久
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
、周
辺
の
環
境
と
調
和
し
つ

つ
、良
好
で
安
全
な
市
街
地
形
成
の
た
め
、

交
通
や
排
水
な
ど
の
整
備
も
行
い
な
が
ら

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

飯
守
　

県
道
多
久
江
北
線
の
進
捗
状
況

は
。答

弁
　

新
公
立
病
院
付
近
の
事
業
着
手
に

向
け
て
、佐
賀
県
に
よ
り
測
量
及
び
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
守
　

病
院
周
辺
の
全
体
的
な
整
備
は
。

答
弁
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
定

め
て
い
る
東
多
久
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
方

針
に
基
づ
き
、取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

飯
守
　

現
市
立
病
院
跡
地
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
は
。

答
弁
　

多
久
市
立
病
院
跡
地
に
つ
い
て

は
、地
域
に
と
り
有
益
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
る

よ
う
、利
活
用
等
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
検

討
す
る
こ
と
が
大
事
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

飯
守
　

多
角
的
な
利
活
用
を
検
討
中
と
い

う
こ
と
だ
が
。

答
弁
　

現
状
の
ま
ま
の
施
設
を
市
と
し
て

利
用
す
る
の
か
、ま
た
、民
間
の
方
々
に
利

活
用
し
て
い
た
だ
く
の
か
、施
設
を
解
体

し
て
市
で
新
た
な
施
設
を
施
策
的
に
行
っ

て
い
く
の
か
、民
間
の
方
に
売
却
、ま
た
は

貸
付
け
等
を
行
い
な
が
ら
多
久
町
周
辺
一

帯
の
地
域
づ
く
り
に
寄
与
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
を
対
策
会
議
の
中
で
協
議
し
て
い

ま
す
。

新
公
立
病
院
及
び
市
立
病
院
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

飯
守
康
洋

田
渕
　

限
界
集
落
と
は
何
を
さ
し
、多
久

市
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　

集
落
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

50
％
以
上
を
占
め
状
況
や
生
活
道
路
の
維

持
管
理
、冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
社
会
的
共

同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
状
態
を
限
界
集

落
と
言
い
、令
和
４
年
８
月
の
住
民
基
本

台
帳
を
基
に
し
ま
す
と
市
内
１
０
６
行
政

区
の
う
ち
24
行
政
区
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。

　

そ
の
集
落
の
現
状
は
、役
員
選
出
が
難

し
く
行
事
が
限
ら
れ
、伝
統
芸
能
や
祭
等

の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
、田
畑
の
耕
作
放
棄

地
等
が
増
え
、自
然
環
境
が
荒
廃
し
、危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。

田
渕
　

そ
う
し
た
限
界
集
落
は
ど
れ
位
増

え
る
の
か
。

答
弁
　

55
歳
以
上
が
50
％
以
上
の
占
め
る

集
落
、い
わ
ゆ
る
準
限
界
集
落
に
な
り
ま

す
が
こ
の
集
落
が
46
地
区
あ
り
、先
ほ
ど

の
24
地
区
と
併
せ
て
70
地
区
に
な
り
、数

十
年
後
に
は
市
内
全
体
の
３
分
の
２
が
限

界
集
落
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

田
渕
　

道
路
愛
護
に
つ
い
て
は
、活
動
が

出
来
な
い
、限
界
に
き
て
い
る
地
域
が
あ
り

ま
す
。道
路
愛
護
区
域
の
見
直
し
、区
の
見

直
し
等
の
対
策
は
と
れ
る
の
か
。

答
弁
　

作
業
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
は
、隣

接
す
る
行
政
区
と
協
議
し
、活
動
さ
れ
た

範
囲
の
延
長
と
奉
仕
者
数
を
申
請
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
。ま
た
、作
業
等

で
世
帯
数
に
対
し
距
離
が
長
い
、法
面
で

の
作
業
が
高
齢
者
で
負
担
が
大
き
す
ぎ
る

な
ど
の
課
題
が
生
じ
た
場
合
は
建
設
課
に

相
談
く
だ
さ
い
。

田
渕
　

道
路
愛
護
、農
道
補
修
、水
路
や
側

溝
の
土
砂
上
げ
、瓦
礫
除
去
作
業
が
困
難

に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
作
業
に
は
重

機
類
が
必
要
だ
が
、動
か
す
人
た
ち
が
高

齢
化
し
て
い
る
。若
い
人
た
ち
の
資
格
取
得

制
度
や
機
械
リ
ー
ス
制
度
の
対
策
が
必
要

と
思
う
が
対
応
は
で
き
る
の
か
。

答
弁
　

資
格
助
成
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は

今
の
と
こ
ろ
検
討
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に

取
り
組
ん
で
い
る
組
織
で
は
機
械
の
取
得

費
用
を
活
動
経
費
と
し
て
支
出
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。

高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
課
題
に
つ

い
て

田
渕　

厚

多久市立病院
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 一般質問

平
間
　

公
共
施
設
の
男
子
ト
イ
レ
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答
弁 

尿
失
禁
や
頻
尿
な
ど
の
症
状
が
残

る
方
な
ど
、お
む
つ
や
尿
漏
れ
パ
ッ
ト
を
利

用
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。多
久
市
役

所
の
庁
舎
男
性
用
ト
イ
レ
に
は
、既
に
設
置

し
て
い
ま
す
。今
後
は
、利
用
者
の
多
い
施

設
や
、不
特
定
多
数
の
利
用
が
見
込
ま
れ

る
施
設
を
中
心
に
随
時
設
置
し
て
い
き
ま

す
。平

間
　

街
歩
き
点
検
等
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
。

答
弁 

県
と
市
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。点
検
の
内
容
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
点

検
が
位
置
づ
け
ら
れ
、歩
行
の
段
差
確
認
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
識
別
、看
板
等
の
不
法
占

拠
等
に
つ
い
て
、視
覚
障
害
者
の
方
や
車
椅

子
の
方
と
多
久
駅
周
辺
の
区
間
を
点
検
し

ま
し
た
。市
内
で
は
、平
成
26
年
と
令
和
３

年
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

平
間
　

国
は
、心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
ソ
フ

ト
面
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、実
施
主
体

と
な
る
市
町
村
な
ど
が
障
害
当
事
者
団
体

や
学
校
と
いっ
た
関
係
者
と
連
携
し
、計
画

的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
取
り
組
み
は
。

答
弁 

多
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

で
、市
内
の
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

て
、「
ふ
く
し
の
種
ま
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」福

祉
体
験
学
習
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

中
央
校
で
は
年
５
回
の
講
座
が
あ
り
、

ふ
く
し
講
話
、ア

イ
マ
ス
ク
体
験
、

高
齢
者
疑
似
体

験
、手
話
体
験
、

妊
婦
疑
似
体
験
、

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
体
験
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
間
智
治

ハ
ー
ド
面
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー（
ソ
フ
ト
面
）に

つ
い
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

▼
障
害
者
と
健
常
者
が
共
に
学
ぶ「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
」の
推
進
に
つ
い
て

樺
島
永
二
郎

樺
島
　

児
童
館
利
用
者
の
中
で
、東
部
校
・

西
渓
校
区
の
利
用
者
が
少
な
い
が
、そ
の

対
策
は
、ふ
れ
あ
い
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
か
。

答
弁
　

あ
じ
さ
い
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
等
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、学
校
の
協
力

を
得
る
な
ど
広
報
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て
は
、「
あ
じ
さ

い
前
バ
ス
停
」が
あ
る
の
で
、工
夫
し
て
周

知
に
努
め
ま
す
。ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
に

つ
い
て
は
、現
時
点
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

樺
島
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
で
は
、年
間
を
通
し
て
利
用
し
て
い

る
会
員
は
、１
～
４
人
。協
力
会
員
が
２
～

３
人
の
状
況
で
す
、原
因
を
ど
う
考
え
る

か
。答

弁
　

利
用
を
希
望
す
る
子
育
て
世
帯
の

方
が
、い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
る
よ
う
に
事

前
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

提
案
　

年
間
を
通
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

方
が
現
在
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、新

し
い
取
り
組
み
を
考
え
て
は
。

樺
島
　

発
達
障
害
児
等
療
育
訓
練
支
援

事
業
で
は
、待
機
状
態
で
療
育
訓
練
を
受

け
ら
れ
な
い
児
童
が
い
ま
す
。こ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
職
員
を
増
や
し
、療
育
訓
練

の
回
数
が
増
え
る
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
。答

弁
　

予
算
の
問
題
だ
け
で
な
く
、専
門

的
な
知
識
を
も
つ
臨
床
発
達
心
理
士
等
の

確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、関
係
機
関

と
も
協
議
し
改
善
に
努
め
ま
す
。

多
久
市
児
童
セ
ン
タ
ー「
あ
じ
さ
い
」

中央校 福祉体験

児童センターあじさい
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一般質問

香
月
　

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

多
久
市
D
Ⅹ
推
進
方
針
の
検
討
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁 

目
指
す
べ
き
姿
を「
ひ
ろ
が
る
╳
つ

な
が
る
」の
未
来
を
描
く
多
久
市
Ｄ
Ｘ
と

し
、基
本
方
針
と
し
て
、市
民
が
主
役
の
多

久
市
Ｄ
Ｘ
、市
役
所
か
ら
変
え
る
多
久
市

Ｄ
Ｘ
、み
ん
な
で
創
る
多
久
市
Ｄ
Ｘ
の
３

つ
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

香
月
　

市
施
設
の
空
き
状
況
と
予
約
や
支

払
い
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
来
な
い
か
。

答
弁 

空
き
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
反

映
す
る
こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
と
の
連
携

な
ど
、様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

香
月
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
自
治
体

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
。

答
弁 

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
金
や
健
康

増
進
活
動
に
参
加
し
た
住
民
へ
の
特
典
な

ど
、幅
広
い
施
策
に
活
用
で
き
る
の
が
特

徴
で
、給
付
を
申
請
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
を

受
け
取
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。導
入
に
つ

い
て
は
財
源
等
を
含
む
検
討
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
提
案
】自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し

て
、既
に
基
盤
が
あ
る
商
工
会
等
と
連
携

し
、市
内
の
活
性
化
等
へ
の
強
化
を
図
っ
て

は
。香

月
　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
対
応
に
つ

い
て
、高
齢
者
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
等
の
弱

者
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
策
を
取
っ
て
い

く
の
か
。

答
弁 

高
齢
者
を
中
心
に
講
座
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。今
後
、幅
広
い
世
代
に
も
実

施
が
で
き
る
よ
う
に
、各
地
区
の
サ
ロ
ン
等

で
の
開
催
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

香
月
正
則

デ
ジ
タ
ル
共
生
社
会
に
つ
い
て

山
本
　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁 

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
実
施
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、旅
行
雑
誌
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、中
心
市
街
地
へ
人
を

呼
び
込
み
、周
遊
さ
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

人
気
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
事
業
は
さ
ら
に

ス
ポ
ッ
ト
数
を
増
や
す
べ
く
、協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
よ
っ
て
見
ん
し
ゃ
い
！
軽
ト
ラ
市
多

久
」は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
２
年
ほ
ど
開

催
を
自
粛
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、６
月
か
ら

本
格
的
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。毎
月
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、あ
い
ぱ
れ
っ
と
を

中
心
に
、多
久
駅
周
辺
の
交
流
人
口
の
増

加
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
に
向
け
た
相
互
連
携
協
定
を

結
ん
だ
株
式
会
社
ト
ル
ビ
ズ
オ
ン
様
、株
式

会
社
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
様
も

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
つ
や
く
隊
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、様
々
な
取
組
に
向
け
た

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
一
般
社
団
法
人
た
く
21
を
中
心

に
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、商
工
会
、様
々

な
団
体
、市
民
の
皆
様
と
多
久
市
が
互
い

に
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
連
携
し
な
が

ら
、中
心
市
街
地
活
性
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
本
茂
雄

多
久
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

よって見んしゃい！軽トラ市多久
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告
令 和３年 度 に 係 る 一 般 会 計 、特 別 会 計 、企 業 会 計 の９議 案 に つ いて 審 査 を 行 いました 。 全 会 一 致 で 原 案どおり認 定 すべきものと決 定しましたが、以 下 のような 意 見 が 出ました。

歳
　
入

⃝

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
市
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、ゴ
ル
フ
愛
好
家
を
増

や
す
取
り
組
み
や
、ジ
ュ
ニ
ア
の
育
成
な
ど
に
交

付
金
の
一
部
を
還
元
し
な
が
ら
、ゴ
ル
フ
場
利
用

税
の
堅
持
に
向
け
努
め
て
ほ
し
い
。

歳
　
出

 

総
務
費  

⃝

「
不
良
住
宅
除
去
費
補
助
金
」に
つ
い
て
、補
助

対
象
に
つ
い
て
は
住
宅
の
み
の
評
価
で
決
定
し
て

い
る
が
、除
去
後
の
土
地
の
評
価
も
加
え
て
は
ど

う
か
。

⃝

「
定
住
施
策
」に
つ
い
て
、各
種
取
組
に
よ
り
、

市
外
か
ら
の
転
入
者
の
増
加
等
一
定
の
成
果
が

見
て
取
れ
る
。今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化
に
十
分

対
応
し
な
が
ら
、さ
ら
な
る
定
住
施
策
に
努
め
る

こ
と
。

 

民
生
費  

⃝
民
生
児
童
委
員
調
査
活
動
委
託
料
に
つ
い
て
、

民
生
児
童
委
員
の
調
査
活
動
費
の
改
善
に
向
け

て
検
討
す
る
こ
と
。

⃝
高
齢
者
温
泉
保
養
宿
泊
施
設
送
迎
事
業
委
託

料
に
つ
い
て
、利
用
者
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、年

度
途
中
で
も
事
業
を
中
止
す
る
判
断
が
必
要
で

は
な
か
っ
た
か
。

 

農
林
業
費  

⃝
市
単
独
補
助
事
業
の
大
麦
種
子
購
入
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、生
産
量
も
大
幅
に
増
加

し
、生
産
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、今
後
も
営
農
持
続

の
た
め
の
補
助
事
業
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

 

商
工
費  

⃝

鬼
ノ
鼻
山
園
地
を
観
光
施
設
と
位
置
付
け
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、道
路
整
備
や
情
報
発
信
に
努

め
る
こ
と
。

鬼の鼻山園地

タクア「彩り」
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決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告
令 和３年 度 に 係 る 一 般 会 計 、特 別 会 計 、企 業 会 計 の９議 案 に つ いて 審 査 を 行 いました 。 全 会 一 致 で 原 案どおり認 定 すべきものと決 定しましたが、以 下 のような 意 見 が 出ました。

⃝

多
久
市
観
光
振
興
協
議
会
の
事
業
と
し
て
名

物
料
理
・
土
産
品
部
会
で「
孔
子
み
そ
料
理
学
生

選
手
権
」が
実
施
さ
れ
て
お
り
、開
催
も
第
６
回

目
を
迎
え
、応
募
も
年
に
５
０
０
件
を
超
え
て
い

る
状
況
に
あ
る
。多
久
市
の
青
大
豆
を
使
用
し
た

孔
子
み
そ
の
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、料

理
選
手
権
等
を
支
援
し
、広
く
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ

と
。

 

土
木
費  

⃝

道
路
維
持
及
び
河
川
維
持
の
報
償
費（
道
路

愛
護
助
成
金
及
び
河
川
愛
護
助
成
金
）に
つ
い

て
、高
齢
者
が
増
え
て
参
加
人
数
も
減
っ
て
き
て

い
る
。参
加
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

げ
る
た
め
に
も
改

善
を
検
討
す
る
こ

と
。

  

現 

地 

踏 

査  

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
外
部
建
具
改
修
工
事
・
床

改
修
工
事
、東
原
庠
舎
男
子
ト
イ
レ
改
修
工
事
・

厨
房
ガ
ス
レ
ン
ジ
取
替
工
事
、洗
面
所
床
張
替
え

工
事
・
講
堂
照
明
器
具
取
替
工
事
・
厨
房
照
明
器

具
取
替
工
事
、サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
等
開
設
支

援
事
業
補
助
金
、多
久
市
ふ
る
さ
と
情
報
館「
幡

船
の
里
」改
修
工
事
、児
童
セ
ン
タ
ー
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
工
事
に
つ
い
て
の
現
地
踏
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
現
地
踏
査
の
結
果
、改
善
あ
る
い
は
検
討
を
求

め
る
事
項
に
つ
い
て
、執
行
部
に
次
の
と
お
り
意

見
を
取
り
ま
と
め
、今
後
の
施
策
や
予
算
案
に
反

映
す
る
な
ど
、適
時
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

に
要
望
し
ま
し
た
。

⃝

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
外
部
建
具
改
修
工
事
に

つ
い
て
暑
さ
対
策
と
し
て
複
層
ガ
ラ
ス
へ
の
取
替

え
を
行
い
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
が
、必
要

が
あ
れ
ば
更
な
る
対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

⃝
東
原
庠
舎
講
堂
照
明
器
具
取
替
工
事
に
つ
い

て
、一
部
L
E
D
照
明
器
具
へ
の
取
替
え
に
な
っ

て
い
た
が
、成
工
後
に
他
の
照
明
器
具
も
故
障
し

て
い
た
。同
時
期
に
設
置
さ
れ
た
器
具
に
つ
い
て

は
、全
部
取
り
替
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

　

な
お
、講
堂
照
明
器
具
取
替
工
事
及
び
厨
房

照
明
器
具
取
替
工
事
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
に

工
事
発
注
さ
れ
て
い
る
が
、一
括
発
注
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。

多久市学校給食センター

東原庠舎

孔子みそ
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 まちで
発見！

インターネット動画配信中！

環
境
に
優
し
い
植
物
油

イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会 検 索

　今回と次回の２回に分けて、明治維新まで続いた後
多久家の始まりである多久安順について紹介してい
きます。
　永禄９年生まれ、龍造寺長信の子として誕生、初代
多久邑主となり、龍造寺家久から改名し、多久長門安
順と名乗っています。
　20代の頃は、豊臣秀吉
の 九 州 出 兵 に 龍 造 寺 政
家、 ★①鍋島直茂  と共に
出陣し、多久の手勢を率い
て戦っています。天正15年

（1587）、多久で鍋島直茂
の正妻の娘、千鶴と結婚、
鍋島家との結びつきが強く
なりました。
　その後、肥後一揆の鎮圧
や、一族の龍造寺家晴を助
けて諫早の西郷氏を討つな
どの活躍を見せています。
　豊臣秀吉の朝鮮出兵（ ★②文禄・慶長の役 ）で
は、文禄元年（1592）佐賀藩鍋島直茂は先陣を命ぜ
られ、兵一万二千与騎率いて３月に渡海。病気で遅
れた家久は、４月に手勢八百与騎を率いて伊万里津
より出航し５月に鍋島直茂と合流しました。慶長元年

（1596）６月、明の使者が来朝して和議が成立し、諸
軍の大半が帰国、家久も多久に帰りました。

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

鷲
﨑　
義
彦

委
員

  

田
渕　
　
厚

  

平
間　
智
治

議
会
広
報
委
員
会

  

香
月　
正
則

  

小
川　
三
郎

★① 鍋島直茂 1538－1618 天文7年生まれ。肥前の土豪鍋島清房の子。肥前の戦国大名竜造
寺隆信につかえ、その死後実権をにぎる。豊臣秀吉に龍造寺家領相続をみとめられ,文禄・
慶長の役で朝鮮に出陣。関ケ原の戦いでは西軍を攻め、徳川家康に領地を安堵された。慶
長12年嫡子勝茂に家督をゆずり隠居。佐賀藩藩祖。元和4年6月3日死去。81歳。

★② 文禄・慶長の役 天下統一を果たした豊臣秀吉は大明帝国の征服を目指し、配下の西国の諸
大名を糾合して遠征軍を立ち上げ、朝鮮に服属を強要したが拒まれたため、遠征軍を朝鮮に
差し向けた。休戦と交渉を挟んで、朝鮮半島を舞台に戦われたこの国際戦争は、16世紀に
おける世界最大規模の戦争であった。

★③ 李 参平 生年不詳～1655 朝鮮出身の陶工で、「有田の陶祖・李参平」として知られている。
日本名は金ヶ江 三兵衛。現在も直系の子孫が作陶活動などを行い、14代まで続いている。
文禄・慶長の役で、鍋島直茂により日本に連行された。李参平が窯業に従事していたことを
知り、多久安順に預けられ、多久家領内で陶器の生産を行ったが、生産に適した白磁石を探
し求め、有田で良質で大量の白磁石「泉山磁石」を発見し、白磁器を産業として創業した。

多久の歴史

　 　 　 多
た

 久
く

 安
やす

 順
とし

 〜前 編〜
1566年～1884年　江戸時代前期の武将

後多久家
初代多久邑主

多久安順の肖像▲

朝鮮出兵の基地である名護屋城模型【名護屋城博物館】▲

陶祖李参平の碑▲

鍋島直茂の肖像▲

　同年冬、明との和平が破れ、家久は再度渡海した。
慶長３年８月、豊臣秀吉が亡くなり同年１１月朝鮮在陣
の諸将は各々帰国を始め、家久も帰国しました。

　文禄・慶長の役では、帰国する時、多くの学者、技術
者を連れて帰国したことはよく
知られています。
　鍋島直茂も多くの朝鮮人を
連れて帰国しており、その中の
陶工  ★③李参平  らを、家久
が多久で預かり、陶工を行わ
せながら良い陶土の捜索を許
したことから、肥前国磁器の源
流が出来上がっていきました。

　次回の「議会だより」では、
みなさんご存知の天下分け目の戦い
「関ヶ原の戦い」の頃からの
お話を紹介します。


